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和泉葛城山の昆虫（2021-2022年調査） 
 

岩崎 拓 
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Insects around the top of Mt. Izumikatsuragi, recorded in 2021-2022 
 

Taku IWASAKI 

CB-Osaka : 3-1-3-504 Shinhinoodai, Minami, Sakai, Osaka 590-0143, Japan 

 

Abstract : Successive surveys were conducted to describe the insect fauna and its 

change around the top of Mt. Izumikatsuragi (lat. 34.347989N, long. 135.434352E, alt. 

858m) from 2008, and the results obtained in 2021-2022 were reported in this paper. 

The survey area located in Kongo Ikoma Kisen Quasi-National Park (Osaka and 

Wakayama Prefectures), and included forests of the Japanese beech, Fagus crenata. 

Insects observed or recognized by singing were recorded in a certain route of ca. 3-hour 

daytime walk, once a month from April to December in 2009-2022, after a preliminary 

survey in 2008. Over 200 species, including residents only in the forests were identified 

in both years. Numbers of the threatened species selected in the Osaka Prefecture Red 

List were 9 and 7, found in 2021 and 2022, respectively. Out of these red list species, 

the acridid Mongolotettix japonicus , the cicadas Yezoterpnosia vacua and Lyristes 

japonicus were found every year, whereas the katidid Psyrana japonica was the first 

time in 2021. Mountain-dwelling species as well as those threatened ones, and the 

number of species in each order or subgroup were summarized below. For example, 25 

and 27 species of butterflies were observed in 2021 and 2022, respectively, and the two 

values were near to the average one (26.4 species) for 2009-2022. Populations of some 

mountain-dwelling species and threatened ones tended to be decreasing, and some 

plain-dwelling species were beginning to be found. In order to assess such trends to 

continue, in addition to the first stated objectives, further surveys should be conducted.  

Key words : insect, fauna, threatened species, Mt.Izumikatsuragi 

 

はじめに 

 国の天然記念物に指定されたブナ林を含む和泉葛城山の山頂付近の昆虫相を明らかにするため、

2008年に予備的な調査を開始し、2009年以降は 4月から 12月まで毎月 1回の割合で定期的な調査

を行ってきた。これまでに確認された大阪府レッドリスト（大阪府、2014）に選定された昆虫は 29

種を数える（岩崎、2024）。その他にも、貝塚市内において和泉葛城山の山頂付近でしか確認され
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ていない種は多く、貝塚市の昆虫相を豊かにしている地域であると言える。2021-2022年も引き続

き、昆虫相全般を対象にした調査を行ったので、ここに報告する。 

 

調査方法 

 2021年と 2022年の 4月から 12月にかけて、毎月 1回、雨

でない日を選んで調査を行った。和泉葛城山の山頂付近（標

高 820～858ｍ：メッシュコード 51354314-15：図 1、2）を約

3 時間かけて歩き、目視あるいは鳴き声等によって種の確認

を行った。調査エリアは金剛生駒紀泉国定公園内にあり、調

査ルートは大阪府貝塚市と岸和田市、および和歌山県紀の川

市にまたがる。なお、2022年 11月と 12月は登山道 Aコース

が通行止めになっていたので、調査ルートを短縮した。 

目視で同定可能な種は記録するか写真撮影に留め、同定が

困難な種や貝塚市立自然遊学館（以下、自然遊学館）に標本

のない種等を採集し、自然遊学館の所蔵標本とした。 

今回の調査結果の一部は、自然遊学館の季刊誌である「自

然遊学館だより」において調査速報として報告済みであるが

（岩崎、2022、2023）、公表後に同定できた種があり、大阪

府レッドリスト種に関する誤りがあったので、本稿において

訂正した。 

 

結果および考察 

 2021 年と 2022 年の調査で確認された昆虫を、大阪府レッドリスト種、貝塚市内での分布が和泉

葛城山の山頂付近にほぼ限られる山地性の種、自然遊学館に標本がなかった種や、増加傾向にある

平地にも生息する種などに関して、それぞれの目ごとに解説を行った。また、必要に応じて、自然

遊学館がこれまでに収集・所蔵してきた貝塚市産昆虫標本のデータとの比較を行った。本文中の表

記では、年月のみを使用した。各月の調査日（および学名）に関しては、表 1～8、および巻末に掲

載した各調査日の調査速報を、大阪府レッドリストのランクに関しては、表 9を参照いただきたい。 

 

トンボ目 

 大阪府レッドリスト種として2年間に確認したのはオツネン

トンボとミヤマアカネの 2種である。オツネントンボは 2021

年 12月に 1♀を確認した。ミヤマアカネは 2015年以降、8年

連続で確認されている。通常、確認は夏期であり、2021年 8

月に 2♀、2022年 8月に 1♂1♀を確認したが、2022年には 10

月にも 1♀を確認した（図 3）。10月の確認は、2008年の調査

 

図 1．山頂付近の登山道 2021.6.8 
 

 

図 2．山頂付近の登山道 2021.11.4 

 

 

図 3．ミヤマアカネ 
2022.10.3 
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開始以降、初めてのことである。その他、平地や丘陵地の普通種以外の種として、コオニヤンマが

2022年 7月に確認されたことを書き留めておく。 

 

バッタ目 

 大阪府レッドリスト種としては、ナキイナゴ（図 4）、ヒトコブササキリモドキ（図 5）、ヘリグ

ロツユムシ（図 6）の 3種を確認した（表 1、2）。ナキイナゴは 2008年の調査開始以来、16年連続

の確認である。2020年の調査で連続年の確認が途切れたヒトコブササキリモドキは、2021年と 2022

年ともに確認され一安心であるが、2021年 7月が 1♂1♀、2022年 8月が 1♀と、確認個体数は少

なかった。2021年 8月に確認されたヘリグロツユムシは、2008年の調査開始以降、初めての確認

である。ただし、2014年の大阪府レッドリスト改定時に「情報不足」とされていたことを知らず、

自然遊学館だより（と調査速報）では、単に注目種として扱ってしまった（岩崎、2022）。 

 

   
図 4．ナキイナゴ幼虫      図 5．ヒトコブササキリモドキ      図 6．ヘリグロツユムシ 

2021.6.8                           2021.7.22                          2021.8.24 

  

 

 

表1．和泉葛城山山頂付近において2021年4月から12月にかけて確認されたバッタ目

　　　　　　「△」印は幼虫、「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 15日 14日 8日 22日 24日 10日 7日 4日 3日

カマドウマ科 チビクチキウマ Anoplophilus minor ○ ○

コロギス科 ハネナシコロギス Nippancistroger testaceus ○

キリギリス科 ヤブキリ Tettigonia orientalis △ △ ○ ○

ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica △ ○

ササキリモドキ科 ヒトコブササキリモドキ Tettigoniopsis kongozanensis ○

ツユムシ科 ヤマクダマキモドキ Holochlora longifissa ○

ホソクビツユムシ Shirakisotima japonica ○ ○ ○

ヘリグロツユムシ Psyrana japonica ○

アシグロツユムシ Phaneroptera nigroantennata ○

コオロギ科 モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ○ ○

マツムシ科 アオマツムシ Truljalia hivinonis ○

ヒバリモドキ科 クサヒバリ Svistella bifasciata ○ ○ ○

マダラスズ Pteronemobius nigrofasciatus ○ ○ ○

ヒシバッタ科 モリヒシバッタ Tetrix silvicultrix ○

バッタ科 ヤマトフキバッタ Parapodisma yamato △ △ △ ○ ○

ツチイナゴ Patanga japonica △ ○

ナキイナゴ Mongolotettix japonicus △○ ○

ツマグロバッタ Stethophyma magister ○ ○ ○

ヒロバネヒナバッタ Stenobothrus fumatus ○ ○ ○ ○
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 2019年-2020年の報告書（岩崎、2024）で書いたアシグロツユムシの顕著な減少であるが、2021

年も 1個体の確認に留まり、種間関係にも注意すべきとしたホソクビツユムシは 2021年の 7月と 8

月ともに 10 個体以上を確認した。ただし、2022 年はツユムシ科全体で確認がゼロであったので、

ツユムシ科全体の減少としてとらえるべきか、考察は振り出しに戻ってしまった。また、同報告書

で書いたアオマツムシに関しては、2021 年の鳴き声の数が少なくなり、2022 年は 9月と 10 月に 1

個体ずつの鳴き声を聞いただけである。 

ヒメツユムシも、2008 年に調査を開始したころは山頂付近

の「普通種」だと認識していたものである。ササキリモドキ科

もツユムシ科と同じく、科全体として減少傾向にあるのかもし

れない。2022年 9月の確認は 2017以来 5年ぶりであった。バ

ッタ目の項の最後として、速報に画像を掲載できなかったコロ

ギスを図 7に示す。木柵にいたもので、樹上のスウィーピング

をしていないので、確認個体数が少ないという可能性がある。 

 

カマキリ目など 

 カマキリ目に関しては、2008年から 2020年まではオオカマ

キリしか確認してこなかった。前回の報告書では「個体数が増

加傾向にある」と記したが、2017 年を境に個体数が増加した

という認識の方が正しいかもしれない。2009年から 2016年ま

での 8年間の平均個体数（幼虫＋成虫）が 3.5、最多が 5であ

ったのに対して、2017年から 2022年までの 6年間の平均個体

数は 11.7、最多は 18であった（2021年は 17個体、2022年は

10 個体：2008 年は年 4 回の予備調査だったので、平均値の計

表2．和泉葛城山山頂付近において2022年4月から12月にかけて確認されたバッタ目

　　　　　　「△」印は幼虫、「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 7日 19日 9日 7日 5日 12日 3日 4日 3日

カマドウマ科 チビクチキウマ Anoplophilus minor ○

ハヤシウマ Diestrammena itodo △

コロギス科 コロギス Prosopogryllacris japonica ○

キリギリス科 ヤブキリ Tettigonia orientalis ○

ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ○

ササキリモドキ科 ヒトコブササキリモドキ Tettigoniopsis kongozanensis ○

ヒメツユムシ Leptoteratura albicornis ○

コオロギ科 モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ○ ○ ○ ○

マツムシ科 アオマツムシ Truljalia hivinonis ○ ○

カンタン Oecanthus longicauda ○

ヒバリモドキ科 クサヒバリ Svistella bifasciata ○ ○ ○

マダラスズ Pteronemobius nigrofasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

カネタタキ科 カネタタキ Ornebius kanetataki ○

ヒシバッタ科 モリヒシバッタ Tetrix silvicultrix ○

バッタ科 ヤマトフキバッタ Parapodisma yamato △ △ △

ツチイナゴ Patanga japonica △

ナキイナゴ Mongolotettix japonicus ○ ○

ツマグロバッタ Stethophyma magister ○ ○

ヒロバネヒナバッタ Stenobothrus fumatus ○ ○ ○ ○ ○

 

図 8．ヒメカマキリ 
2019.6.6 

 
 

 

 

図 7．コロギス 
2022.8.5 
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算から省いた）。また、2022年 11月に初めてヒメカマキリのメス成虫を 1個体確認した（図 8）。 

 ナナフシ目では、エダナナフシの成虫を 2021年の 9月と 10月に確認し、シロアリ目では、ヤマ

トシロアリのコロニーを 2021年 8月に確認した。 

 

カメムシ目 

セミ科は、2021年、2022年とも同じ 6種を確認した（表 3、4）。大阪府レッドリスト種であるエ

ゾゼミとハルゼミは、2008 年の調査開始以降、毎年確認されている。ハルゼミの鳴き声での確認

は、2021年 5月が約 20個体、6月が 8個体、2022年は、5月 12個体、6月 11個体、7月 2個体で

あった。2016年に確認されたクマゼミは 6年連続で確認されなかった。2012年から 2019年まで連

続して確認されていたアブラゼミは 3年連続で確認されていない。 

 

 

 

 

 

2021 年と 2022 年に確認した主なカメムシ亜科のリストを、それぞれ表 5と表 6に示した。これ

まで山頂付近での普通種と考えていたツマジロカメムシやトゲカメムシでさえ、確認するのに苦労

するようになった感がある。山地性のカメムシ科として注目してきたトホシカメムシは、2020年ま

でほぼ毎年確認されていたが、今回の調査では確認されなかった。また、同じく山地性のツノアオ

カメムシとエゾアオカメムシは、2018年が最後の確認年となっている（表 10参照）。 

 

表3．和泉葛城山山頂付近において2021年4月から12月にかけて確認されたセミ科

　　　　　　「○」印は、鳴き声・目視での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

種 学名 調査日　 15日 14日 8日 22日 24日 10日 7日 4日 3日

エゾゼミ Lyristes japonicus ○ ○ ○ ○

ミンミンゼミ Oncotympana maculaticollis ○ ○

ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ○

ハルゼミ Yezoterpnosia vacua ○ ○

ツクツクボウシ Meimuna opalifera ○ ○

ヒグラシ Tanna japonensis ○

表4．和泉葛城山山頂付近において2022年4月から12月にかけて確認されたセミ科

　　　　　　「○」印は、鳴き声・目視での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

種 学名 調査日　 7日 19日 9日 7日 5日 12日 3日 4日 3日

エゾゼミ Lyristes japonicus ○ ○ ○

ミンミンゼミ Oncotympana maculaticollis ○

ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ○ ○

ハルゼミ Yezoterpnosia vacua ○ ○ ○

ツクツクボウシ Meimuna opalifera ○ ○

ヒグラシ Tanna japonensis ○
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2019 年 7 月に初めて確認されたモンキクロカスミカメは、

2021 年 6 月に 1 個体が確認された。2022 年 9 月に確認された

マツヒラタナガカメムシは、自然遊学館に標本がなかったが、

平地にも分布する種である（図 9）。 

チャバネアオカメムシは、以前は毎年見られる種ではなく、

確認年でもせいぜい 1個体であったが、2017年以降は 6年連続

で確認され、個体数の増加パターンがオオカマキリに似ている

のかもしれない。 

 

コウチュウ目 

大阪府レッドリスト種としては、セダカテントウダマシを 2021年 4月と 2022年 6月に、それぞ

れ 1 個体を確認した。セダカテントウダマシの成虫を確認した月は、2008 年以降、4月と 6 月が 3

回、7月と 9月が 2回となっている。 

2021 年 7 月に確認されたミヤマクワガタは、昼間から樹液を吸っていたオス成虫であり、2012

年以来の確認となったが（表 10参照）、昼間の目視中心の調査では、精度が限られてしまうのだろ

う。同表で 2013 年が最後の確認年となっているアカアシクワガタも、山頂付近で調査をされてい

る他の方からは生息情報を頂いている。 

ただし、一例として山地性のテントウムシであるシロホシテントウをあげると、2009 年や 2010

年には年に 2～3 回の調査日で確認されていたのに、それ以降、年 1 回の確認年の間隔が空いてい

き、2017年が最後の確認年になっているような場合は、減少傾向にあると推測できる。 

表5．和泉葛城山山頂付近において2021年4月から12月にかけて確認された主なカメムシ亜目

　　　　　　「△」印は幼虫、「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 15日 14日 8日 22日 24日 10日 7日 4日 3日

ツノカメムシ科 セアカツノカメムシ Acanthosoma denticaudum ○ ○

ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni ○

クヌギカメムシ科 クヌギカメムシ Urostylis westwoodi ○

ナシカメムシ Urochela luteovaria ○

カメムシ科 クサギカメムシ Halyomorpha picus △

トゲカメムシ Carbula humerigera ○

チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ○

ツマジロカメムシ Menida violacea △ △

表6．和泉葛城山山頂付近において2022年4月から12月にかけて確認された主なカメムシ亜目

　　　　　　「△」印は幼虫、「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 7日 19日 9日 7日 5日 12日 3日 4日 3日

ツノカメムシ科 セアカツノカメムシ Acanthosoma denticaudum ○ ○ ○ △ ○ ○

ハサミツノカメムシ Acanthosoma labiduroides ○

ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni ○

クヌギカメムシ科 クヌギカメムシ属 Urostylis sp. ○

ナシカメムシ Urochela luteovaria ○

カメムシ科 クサギカメムシ Halyomorpha picus ○ ○ ○

トゲカメムシ Carbula humerigera △ ○

チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali ○ ○

シモフリクチブトカメムシ Eocanthecona japonicola ○

 

図 9．マツヒラタナガカメムシ 
2022.9.12 

 
 

 



 58 

2021年 7月にモミジカラスウリ上で確認されたトホシテントウは、2008年以降の調査開始以降、

記録されていなかった種である（図 10）。自然遊学館には、本種の貝塚市蕎原産 2 個体が所蔵され

ていて、それぞれ標高約 220ｍと 450ｍ地点で採集されたものである。 

 

    
図 10．トホシテントウ       図 11．ホソトラカミキリ      図 12．キマダラヒゲナガゾウムシ 

2021.7.22                          2021.7.22                           2022.7.7 

 

 カミキリムシ科に関しては、2021 年 7 月に確認されたホソトラカミキリ（図 11）、および 2021

年 8月に確認されたマルバネコブヒゲカミキリが自然遊学館に標本がない種であった。ただし、こ

れまでの山頂での報告も含めて「自然遊学館に標本がないカミキリムシ科」と書いていても、佐々

木仁氏が作成した『和泉葛城山山頂周辺のカミキリムシ』という目録には掲載済みの種である（佐々

木、2024、92 種がリストアップされている）。その他、自然遊学館に標本がない種としては、2022

年 7月に確認されたキマダラヒゲナガゾウムシがあげられる。 

 

ハエ目 

 2022 年 8 月に確認されたヒメキンムシヒキは、自然遊学館

に標本がない種であった。サッポロアシナガムシヒキは、2008

年以降の調査では初めて確認したが、自然遊学館に蕎原東手川

産（2007 年、標高約 415ｍ）の標本が所蔵されている。図 13

に速報に掲載できなかったカオグロオビホソヒラタアブの画

像を示した。2022年 10月にオオカマキリのメス成虫にヤドリ

バエ科の卵が付着しているのを初めて確認した。 

 

チョウ目 

 年 9回の調査を開始した 2009年以降の 14年間において、チ

ョウ類の確認種数の平均値は 26.4種であり（最少は 2010年の

22 種、最多は 2016 年と 2019 年の 31 種）、2021 年の 25 種と

2022 年の 27 種は平均的な種数であると言える（表 7、8）。両

年における大阪府レッドリスト種の確認は、2021 年 7 月のホ

ソバセセリだけであった（図 14、表 7、9）。 

 

図 13．カオグロオビホソヒラタアブ 
2022.6.9 

 
 

 

 
図 14．ホソバセセリ 

2021.7.22 
 

 

 



 59 

 

 

 

 

 ジャコウアゲハは、2008 年から 2014 年までは確認されず、2015 年以降は 2022 年まで 9 年連続で確

認されている。原因は不明であるが、調査地周辺で食草が成長・定着したのかもしれない。テングチョ

ウの 6 月の群飛に関しては、2021 年が 300 個体以上、2022 年が 100個体以上であった。2022年の

表7．和泉葛城山山頂付近において2021年4月から12月にかけて確認されたチョウ類

　　　　　　「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 15日 14日 8日 22日 24日 10日 7日 4日 3日

アゲハチョウ科 キアゲハ Papilio machaon ○ ○

オナガアゲハ Papilio macilentus ○ ○

モンキアゲハ Papilio helenus ○

ジャコウアゲハ Byasa alcinous alcinous ○

シロチョウ科 スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ○ ○ ○

キタキチョウ Eurema mandarina mandarina ○ ○ ○ ○ ○

タテハチョウ科 クロヒカゲ Lethe diana diana ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒカゲチョウ Lethe sicelis ○

サカハチチョウ Araschnia burejana ○ ○

コミスジ Neptis sappho intermedia ○ ○ ○

アサマイチモンジ Limenitis glorifica ○

アカタテハ Vanessa indica ○ ○

キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○

ミドリヒョウモン Argynnis paphia ○ ○ ○

ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○ ○ ○ ○ ○

アサギマダラ Parantica sita niphonica ○ ○ ○

テングチョウ Libythea celtis celtoides ○ ○ ○ ○

シジミチョウ科 ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ○ ○ ○

ウラナミシジミ Lampides boeticus ○

ルリシジミ Celastrina argiolus ○ ○

セセリチョウ科 イチモンジセセリ Parnara guttata ○ ○

チャバネセセリ Pelopidas mathias ○

コチャバネセセリ Thoressa varia ○ ○

キマダラセセリ Potanthus flavus flavus ○ ○

ホソバセセリ Isoteinon lamprospilus ○

* 6月8日のテングチョウは、300個体以上の群飛を確認

表8．和泉葛城山山頂付近において2022年4月から12月にかけて確認されたチョウ類

　　　　　　「○」印は成虫での確認を示す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

科 種 学名 調査日　 7日 19日 9日 7日 5日 12日 3日 4日 3日

アゲハチョウ科 オナガアゲハ Papilio macilentus ○ ○

モンキアゲハ Papilio helenus ○

ジャコウアゲハ Byasa alcinous alcinous ○

アオスジアゲハ Graphium sarpedon ○

シロチョウ科 スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ○ ○ ○ ○

キタキチョウ Eurema mandarina mandarina ○ ○ ○ ○

モンキチョウ Colias erate ○

タテハチョウ科 コジャノメ Mycalesis francisca ○

クロヒカゲ Lethe diana diana ○ ○ ○

ヒカゲチョウ Lethe sicelis ○ ○ ○

サカハチチョウ Araschnia burejana ○ ○

コミスジ Neptis sappho intermedia ○ ○ ○

ヒオドシチョウ Nymphalis xanthomelas japonica ○

キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○

ルリタテハ Kaniska canace ○

ミドリヒョウモン Argynnis paphia ○ ○ ○ ○

ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○

アサギマダラ Parantica sita niphonica ○ ○ ○

テングチョウ Libythea celtis celtoides ○ ○ ○* ○ ○

シジミチョウ科 ムラサキシジミ Narathura japonica ○ ○ ○

ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ○ ○ ○

ウラナミシジミ Lampides boeticus ○ ○

ルリシジミ Celastrina argiolus ○

ベニシジミ Lycaena phlaeas ○ ○

セセリチョウ科 チャバネセセリ Pelopidas mathias ○

コチャバネセセリ Thoressa varia ○

ダイミョウセセリ Daimio tethys ○ ○

* 6月9日のテングチョウは、100個体以上の群飛を確認
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6 月は、1 箇所に集中するだけではなく、調査ルートの他の場所にも分散していて、合計では 150

個体以上であった。注目種にあげているアサギマダラは 2008 年以降毎年、ヒオドシチョウも 2021

年のように欠ける年はあるものの、ほぼ毎年確認されている（表 10参照）。ただし、ヒオドシチョ

ウの場合、ほとんどが 1調査日に 1個体であり、まれにその占有オスに絡む別のオスを見る程度で

ある。 

 ガ類に関しては、昼行性の種の確認が主で、キンモンガが毎年一番多く見られ、2021 年と 2022

年とも、3 回の調査日で確認されている。また、ホシホウジャクとクロホウジャクが、秋にアカタ

テハやアサギマダラに混じって、ヨシノアザミやヒヨドリバナで吸蜜している様子も毎年のことで

ある。その他、調査速報で紹介できなかったガ類の画像を図 14と図 15に示した。ウスベリケンモ

ンは自然遊学館に標本がない種で、コフタオビシャチホコは 2010年以来の確認となった。 

 

   
図 14．ウスベリケンモン      図 15．コフタオビシャチホコ      図 16．クロモンドクガ幼虫 

2022.6.9                           2022.8.5                           2022.6.8 

 

 ガ類の幼虫では、シャクガ科、ドクガ科、ヒトリガ科を多く見かけるものの、他の科を含めて、

同定できない種が大半である。ドクガ科では、ドクガやゴマフリドクガの幼虫、ヒトリガ科ではク

ワゴマダラヒトリとヨツボシホソバの幼虫を見る機会が多い。クロモンドクガの幼虫（図 16）を確

認したのは今回が初めてであるが、成虫の標本は自然遊学館に 1999年の当地産のものが 1個体所

蔵されている。 

 

ハチ目 

 2021年 5月に確認したオオコシアカハバチは 2009年以来の確認となった。同じく 2021年 5月に

確認したオナガバチ亜科（ヒメバチ科）のメス成虫は、オオホシオナガバチに似るが、体部の黄斑

の配置が微妙に異なるので、同定できていない。2021年 9月に確認したムネアカアリバチは自然遊

学館に標本がない種であった。 

 注目種にあげているシダクロスズメバチは、2021年 5月と 12月、2022年 12月に確認した。12

月の確認場所は両年で同じであった。スズメバチ科では、キイロスズメバチの確認日が最多で、オ

オスズメバチより多く、その他、ホソアシナガバチを含めて 4種が両年ともに確認された種である。  

アリ科では、シワクシケアリ、ムネアカオオアリ、クロオオアリが春から秋まで、木柵上でよく

見かける種である。 
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その他の目 

 チャタテムシ目はスジチャタテだけで、2021年 9月、2022年 7月とも、幼虫の集団を確認した。

アミメカゲロウ目は目視で同定できる種は少ないが、ラクダムシを 2021 年 6 月にアカマツ林近く

の草上で 1個体確認した。シリアゲムシ目に関しては、毎年確認されてきたヤマトシリアゲ以外で

は、2022年 5月にホソマダラシリアゲを確認しただけであった（スジチャタテの幼虫以外は、速報

参照）。 

 

大阪府レッドリスト種など 

 2008年の調査開始以降に確認された大阪府レッドリスト種を表 9に示した。2021年と 2022年の

調査で新たに追加確認された種は、情報不足のヘリグロツユムシ（図 6）のみであった。 

 

 

 

毎年確認されている種としては、絶滅危惧Ⅱ類のナキイナゴ、準絶滅危惧のハルゼミとエゾゼミ

があげられる。ミヤマアカネも 8月に見る機会が確実になっていて、2022年には 10月にも見られ

た。以上の種に加えて、セダカテントウダマシも増減なしという印象である。ただ、ヒトコブササ

キリモドキに関しては、2020年に確認されず、2021年と 2022年の両年とも確認できたものの、確

認個体数は減少している。 

 その他、山地性の種や、貝塚市内でこれまでの記録が和泉葛城山の山頂付近に限られるという種、

表9．和泉葛城山山頂付近において2008年から2022年にかけて行われた調査で確認された大阪府レッドリスト種

ランク 目 科 種 学名

2

0

0

8

年

2

0

0

9

年

2

0

1

0

年

2

0

1

1

年

2

0

1

2

年

2

0

1

3

年

2

0

1

4

年

2

0

1

5

年

2

0

1

6

年

2

0

1

7

年

2

0

1

8

年

2

0

1

9

年

2

0

2

0

年

2

0

2

1

年

2

0

2

2

年

絶滅危惧Ⅰ類

バッタ目 マツムシ科 カヤコオロギ Euscyrtus japonicus ○

絶滅危惧Ⅱ類

バッタ目 バッタ科 ナキイナゴ Mongolotettix japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セグロイナゴ Shirakiacris shirakii ○

カメムシ目 ヨコバイ科 テングオオヨコバイ Tengirhinus tengu ○ ○ ○

コウチュウ目 コガネムシ科 ムネアカセンチコガネ Bolbocerosoma nigroplagiatum ○

準絶滅危惧

トンボ目 アオイトトンボ科 オツネントンボ Sympecma paedisca ○ ○ ○ ○ ○

ムカシトンボ科 ムカシトンボ Epiophlebia superstes ○

ヤンマ科 オオルリボシヤンマ Aeschna nigroflava ○

トンボ科 ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum elatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○

バッタ目 ササキリモドキ科 ヒトコブササキリモドキ Tettigoniopsis kongozanensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カメムシ目 セミ科 ハルゼミ Yezoterpnosia vacua ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エゾゼミ Lyristes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメンボ科 ヤスマツアメンボ Gerris insularis ○

コウチュウ目 クワガタムシ科 オニクワガタ Prismognathus angularis angularis ○ ○ ○

テントウダマシ科 セダカテントウダマシ Bolbomorphus gibbosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テントウムシ科 シロジュウゴホシテントウ Calvia quindecimguttata ○ ○

カミキリムシ科 イワワキセダカコブヤハズカミキリ Parechthistatus gibber shibatai ○ ○ ○

チョウ目 タテハチョウ科 オオムラサキ Sasakia charonda charonda ○

スミナガシ Dichorragia nesimachus nesiotes ○ ○

ミスジチョウ Neptis philyra excellens ○ ○

セセリチョウ科 アオバセセリ Choaspes benjaminii japonica ○ ○ ○

ホソバセセリ Isoteinon lamprospilus lamprospilus ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤママユガ科 エゾヨツメ Aglia japonica microtau ○

シャチホコガ科 ブナアオシャチホコ Syntypistis punctatella ○ ○

情報不足

バッタ目 ツユムシ科 ヘリグロツユムシ Psyrana japonica ○

アミメカゲロウ目 クシヒゲカゲロウ科 クシヒゲカゲロウ Dilar japonicus ○

コウチュウ目 コメツキムシ科 トラフコメツキ Selatosomus onerosus ○

ルリツヤハダコメツキ Hemicrepidius subcyaneus ○

ハチ目 ミツバチ科 クロマルハナバチ Bombus ignitus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イワワキセダカコブヤハズカミキリは、これまでの報告書では、セダカコブヤハズカミキリ Parechthistatus gibber gibber  として発表してきた。
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あるいは 2014年の大阪府レッドリストの改訂においてランク外とされた種、和歌山県のレッドリ

スト種などを注目種とし、それらの確認年を表 10に示した。 

 

 

 

コウチュウ目の項で、アカアシクワガタに関して述べたように、月 1回の日中における見取り中

心の調査では、生息しているのに確認できない年が出てしまう可能性がある。チビクチキウマのよ

うに、2016年から 5年連続で確認されずにいても、2021年と 2022年の両年で確認されれば、移動

力が高くない種なので、継続して生息していたものと推測される。また、山地性のカメムシ科の場

合のように、最大 5種から 2022年に 1種に減少してしまうと、何等かの傾向を読み取ることもで

きるかもしれない。 
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付図 

各月の調査後すぐに、気候や他の動植物の状況も含めて、調査速報を作成した。それらを付図と

して以下に掲載した。 
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2021年4月15日 天候：晴れ 調査者1名

正午の気温が8℃台とやや寒く、チョウ類の飛翔は全く

見られませんでした。ブナ林内の樹々もまだ葉があまり開

かず、日差しが林床に咲く花に降り注いでいました。昆虫

はまだ少なかったので、昆虫以外の報告もします。

鳥

ウグイスの鳴き声もそれほど多くなく、鳴き方もきれい

なホーホケキョではありません。ブナ林内では、ヤマガラ、

シジュウカラ、ヒガラ、ヒヨドリ、アオゲラ、コゲラの姿

を見ましたが、なかなか写真を撮らせてくれません。画像

は、林縁から出てきたアオジです。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年4月）

昆虫

虫がやや多かったのは、ナガバモミジイチゴの花上でし

た。コマルハナバチやビロードツリアブ、その他、ハナバ

チ類が吸蜜していました。草の上では、ヤブキリの幼虫と

数種のアリ、地面ではセンチコガネ、木柵の裏側でセダカ

テントウダマシを確認しました。 セダカテントウダマシ

アオジ

エイザンスミレ

植物（ブナ林内）

木本では、コバノミツバツツジ、ミヤマシキミ、ウリハ

ダカエデの花が目立ちました。コバノミツバツツジは既に

落花しているものもありました。草本では、エイザンスミ

レやニリンソウの花を撮影することができました。

（* 稜線の舗装道路沿いには、外来の普通種が多数あり）

その他

調査を開始してすぐに、空の色が暗いのかなと感じまし

た。見上げると、太陽の周りに輪が出来ていました。内暈

と書いて、「うちがさ」や「ないうん」と読む現象だそう

です。晴れているようでいながら、薄い雲が覆っていて、

光が屈折したものだと考えられます。
内暈

2021年5月14日 天候：くもり・晴れ 調査者1名

先月の同じ場所を撮影すると、ブナ林内の葉の緑色が増

えたことが分かります。気温も20℃を越えて快適だった

のですが、トンボ目の確認はなく、チョウ類3種、直翅類

はバッタ目3種だけという結果は意外でした。

カメムシ目

ハルゼミの鳴き声を20個体ほど確認しました。一番個

体数が多かったのは、イタドリの茎にいたオオツマキヘリ

カメムシです。駐車場の水たまりには、ヒメアメンボが

10個体ほどいました。右の写真は、木柵の節穴にいたヒ

メツノカメムシです。こちらは1個体だけでした。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年5月）

チョウ目 チョウ類3種

チョウ類は、クロヒカゲ、テングチョウ、ヤマトシジミ

の3種を、それぞれ1個体だけ確認しました。ガ類の成虫

は、写真のウスオビヒメエダシャクを確認しただけで、あ

とは、チャバネフユエダシャク、マイマイガ、ドクガの幼

虫を確認しました。 ウスオビヒメエダシャク

ヒメツノカメムシ

アカクビナガハムシ

コウチュウ目

交尾ペアを確認したのは、アカクビナガハムシ、カクム

ネベニボタル、ニセクロホシテンドウゴミムシダマシです。

ドロハマキチョッキリがウリハダカエデの葉を巻いていま

した。その他、ヒメジョウカイ、アオハムシダマシ、イタ

ドリハムシ、ツツゾウムシなどを確認しました。

ハエ目・ハチ目

ハエ目で目立っていたのは、ネウスオドリバエです。そ

の他、マダラヒロクチバエやキイロナミホシヒラタアブを

確認しました。ハチ目では、クロオオアリとムネアカオオ

アリが巣立ちの準備をしていました。5月のシダクロスズ

メバチは、書き留めておくべきでしょう。
ネウスオドリバエ

2021年6月8日 天候：晴れ 調査者1名

木本では、ウツギの花が多く咲いていました。その多さ

の割には、訪花するハナアブやハナバチの類が少ないよう

な気がしました。ブナ林内の緑はまだ明るさが残っていて、

林縁から林内に入って来るスジグロシロチョウもいました。

コウチュウ目

カミキリムシの仲間は、写真のヤハズカミキリとクワサ

ビカミキリを1個体ずつ確認しました。ほぼ毎年確認でき

る常連以外では、ニワハンミョウ、ドロハマキチョッキリ、

ツツゾウムシ、イタドリハムシなどを確認しました。イタ

ドリハムシが常連と言えないのは、やや不思議です。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年6月）

チョウ目 チョウ類11種

チョウ類では、テングチョウが300個体以上、山頂の

トイレ付近に集まっていました。ジャコウアゲハ、アサギ

マダラ、コチャバネセセリは、各1個体の確認です。ガ類

では、写真のオオカギバのほか、カギシロスジアオシャク、

フタヤマエダシャク、キンモンガなどを確認しました。 オオカギバ

ヤハズカミキリ

チビクチキウマ

バッタ目など

チビクチキウマは神社の石段近くで1個体、Bコースの

デッキに積もった落葉の中から1個体を確認しました。ナ

キイナゴは、まだ幼虫が多く、鳴き声は1個体だけを聞き

ました。その他、ヤマトフキバッタの幼虫を多数、オオカ

マキリの幼虫を1個体確認しました。

その他

カメムシ目では、ハルゼミが8個体鳴いていました。先

月から半減しました。モンキクロカスミカメは増えている

のかもしれません。ラクダムシは山頂での記録を覚えてい

ません。アカマツ林の近くにいました。シリアゲムシ目は

ヤマトシリアゲだけでした。
ラクダムシ

付図１（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 4月） 

付図２（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 5月） 

付図３（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 6月） 
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2021年7月22日 天候：晴れ／くもり 調査者1名

林内は、下界より気温がほぼ10℃低いので、まさに天

然のクーラーです。リョウブとオカトラノオの白い花が目

立ちます。多くの地点で、外来鳥のソウシチョウ（右の写

真）が群れていて、複雑な気持ちになりました。

コウチュウ目

昼間に樹液を吸っているミヤマクワガタのオスを見たの

は久しぶりです。植栽のアジサイに、アオハナムグリが多

数、集まっていました。そこにいたホソトラカミキリは、

自然遊学館に標本がない種でした。その他、コウヤホソハ

ナカミキリやムネアカクシヒゲムシなどを確認しました。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年7月）

チョウ目 チョウ類11種

チョウ類は、スジグロシロチョウ、キタキチョウ、クロ

ヒカゲ、サカハチチョウ、コミスジ、ミドリヒョウモン、

ツマグロヒョウモン、テングチョウ、ルリシジミ、ホソバ

セセリ、キマダラセセリを確認しました。ガ類では、アケ

ビコノハやゴマフリドクガの幼虫などを確認しました。 ホソバセセリ

ミヤマクワガタ

ヒトコブササキリモドキ

バッタ目

昨年の調査で確認できなかったヒトコブササキリモドキ

を1♂1♀確認できたので、ほっとしました。個体数が多

かったのは、ホソクビツユムシで30個体以上の鳴き声を

聞きました。ツマグロバッタも個体数が多く、ナキイナゴ

はシーズンの最後といった感じでした。

カメムシ目

セミ科で鳴き声をよく聞いたのは、ニイニイゼミとヒグ

ラシでした。エゾゼミは、鳴き声の数が少なく、これから

が本番だと考えたいです。その他、オモゴヨコバイ、コガ

シラウンカ、ハリカメムシ、オオヘリカメムシなどを確認

しました。
ヒグラシ

2021年8月24日 天候：晴れ／くもり 調査者1名

8月上旬の長雨・強風による倒木と落枝が散見されまし

た。先月同様、正午近くの気温が約22℃で、快適です。

人間の世界は新型コロナの第5波で大騒動ですが、ミヤマ

アカネは例年通り、8月に姿を見せてくれました。

コウチュウ目

右の写真のマルバネコブヒゲカミキリは、自然遊学館に

標本がなかった種です。木柵の上で死んでいました。ウバ

タマムシは、ミヤコザサの葉の上でじっとしていました。

サビハネカクシ、クロナガキマワリ、ルリマルノミハムシ

も、低温のせいか、活発ではありませんでした。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年8月）

チョウ目 チョウ類10種

チョウ類は、オナガアゲハ、スジグロシロチョウ、キタ

キチョウ、クロヒカゲ、サカハチチョウ、コミスジ、ツマ

グロヒョウモン、イチモンジセセリ、コチャバネセセリ、

キマダラセセリを確認しました。ガ類では、キンモンガが

多く、幼虫では、カクモンヒトリなどを確認しました。 コウゾハマキモドキ

マルバネコブヒゲカミキリ

ヘリグロツユムシ

バッタ目

チビクチキウマがいる場所は、ほぼ決まっています。ホ

ソクビツユムシは先月に続き、鳴いていました。写真のヘ

リグロツユムシを、初めて撮影できました。ヒロバネヒナ

バッタは成虫になりました。その他、ヤブキリ、ヒメギス、

ヤマクダマキモドキ、ツマグロバッタなどを確認しました。

カメムシ目

セミ科では、ミンミンゼミ、エゾゼミ、ツクツクボウシ

の鳴き声を聞きました。ミヤマアワフキ、オモゴヨコバイ、

トゲカメムシ、オオヘリカメムシは、山頂付近でよく見か

ける種ですが、ナシカメムシは、やや珍しい部類に入るの

かもしれません。
トゲカメムシ

2021年9月10日 天候：晴れ／くもり 調査者1名

期待して行った割には、珍しい種がいず、普通種さえ個

体数が少ないという結果でした。長期的な昆虫類の減少の

可能性とは別に、例年と違う天気として、8月中旬の長雨

と低温を記憶に留めておく必要があるかもしれません。

カメムシ目

セミ類の鳴き声は、ツクツクボウシがほとんどで、ニイ

ニイゼミとミンミンゼミが少し、エゾゼミは弱々しく鳴く

1個体だけでした。写真は、山頂で普通種のオヌキヨコバ

イです。確認されたのはヨコバイ亜目だけで、カメムシ亜

目は全く確認できませんでした。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年9月）

チョウ目 チョウ類12種

チョウ類は、キアゲハ、モンキアゲハ、スジグロシロ

チョウ、キタキチョウ、クロヒカゲ、ヒカゲチョウ、アサ

マイチモンジ、アカタテハ、ミドリヒョウモン、ツマグロ

ヒョウモン、アサギマダラ、イチモンジセセリを確認しま

した。個体数は各種とも少数でした。 ミドリヒョウモン

オヌキヨコバイ

アシグロツユムシ

バッタ目

昨年の調査で確認したツユムシ科は、ホソクビツユムシ

だけでした。写真のアシグロツユムシは1個体だけですが、

2年ぶりの確認となりました（山頂の普通種だったはずな

のに）。ツマグロバッタも1個体だけの確認で、他の普通

種のバッタも確認されず、要注意の状態でしょう。

ハチ目

シワクシケアリ、ムネアカオオアリ、ハヤシクロヤマア

リなど、アリ類の種数は9種でしたが、個体数は減ってき

ました。写真はムネアカアリバチのメスを選びました。そ

の他、キイロスズメバチ、オオモンクロベッコウ、クロア

ナバチなどを確認しました。
ムネアカアリバチ

付図４（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 7月） 

付図５（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 8月） 

付図６（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 9月） 
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2021年10月7日 天候：晴れ 調査者1名

昆虫は先月同様、ほとんど普通種の確認に終始しました。

林内ではテイショウソウ、ミカエリソウ、アキチョウジの

花などが目立ち、整地された広場の林縁ではアケボノソウ

（右の写真）が多数咲いていました。

カメムシ目

セミ類では、エゾゼミが1個体だけ鳴いていました。ツ

マジロカメムシは幼虫を3個体確認しました。その他、ミ

ヤマアワフキやベニキジラミ（虫こぶも）を確認しました

が、右の画像のふ化したての幼虫は種名が分かりませんで

した。確認種数の少なさが気がかりです。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年10月）

チョウ目 チョウ類11種

チョウ類は、キアゲハ、キタキチョウ、クロヒカゲ、ア

カタテハ、キタテハ、ミドリヒョウモン、ツマグロヒョウ

モン、アサギマダラ、ウラナミシジミ、ヤマトシジミ、

チャバネセセリを確認しました。ガ類では、クロホウジャ

クとホシホウジャクの吸蜜シーンなどを見ました。 アサギマダラ

不明種のふ化

ヒロバネヒナバッタ

バッタ目など

ヒロバネヒナバッタの鳴き声を、先月より多く聞きまし

た。ヤマトフキバッタの少なさは先月と同じでした。樹上

からは、クサヒバリの鳴き声に混じって、アオマツムシの

鳴き声も少し聞こえます。その他、オオカマキリやエダナ

ナフシなどを確認しました。

ハエ目・ハチ目

ハエ目では、オオハナアブ、シマハナアブ、ホソヒラタ

アブなど、平地での調査かと間違うほど、普通種の確認ば

かりでした。ハチ目では、オオスズメバチ、キイロスズメ

バチ、ホソアシナガバチなどを確認し、アリ類では、シワ

クシケアリの活動が目立ちました。
クロハナアブ属

2021年11月4日 天候：晴れ 調査者1名

正午の気温は約12℃ですが、日向では寒くありません。

紅葉や黄葉が目立つようになりました。花はヨシノアザミ

が終わりかけで、ノコンギクが目立つ程度です。昆虫は減

り、冬鳥はまだ来ず、物足りない調査になりました。

カメムシ目

セアカツノカメムシ、クサギカメムシ、ツマジロカメム

シ幼虫、ヒメクモヘリカメムシは、常連といったところで

す。最近は、チャバネアオカメムシが増えているように思

います。右の写真は、木柵に溶け込んだように見えるコミ

ミズクの幼虫です（右向き）。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年11月）

チョウ目 チョウ類2種

チョウ類は、車道に沿った場所で、ヤマトシジミを20

個体程度と、テングチョウを1個体だけ確認しました。ヨ

シノアザミの花がほどんど萎れていて、チョウ類を呼べな

い状態でした。ホシホウジャクも1個体近づきましたが、

吸蜜せずに離れていきました。 ヤマトシジミ

コミミズク幼虫

ヒロバネヒナバッタ

バッタ目

写真は、先月に引き続き、ヒロバネヒナバッタです。そ

こそこ鳴いていました。樹上からはクサヒバリ、地面から

はマダラスズとモリオカメコオロギの鳴き声が聞こえます。

草上でツチイナゴとヤマトフキバッタを、それぞれ1個体

だけ確認しました。

その他

コウチュウ目は、写真のキオビナガカッコウムシのほか、

オオアリガタハネカクシとツブノミハムシを確認しました。

その他の目では、ハタケヤマヒゲボソムシヒキ、キアシフ

ンバエ、コマルハナバチなどを確認しました。たくさんい

いたBibio属のケバエは、種名が分かりません。
キオビナガカッコウムシ

2017年12月7日天候：晴れ 調査者1名気温は3℃台ながら、日差しがあるので、暖かく感じます。その割には、とぼしい結果になりました。植物の実ではアキグミがちらほら程度です。山頂付近は木々の葉が落ち、バードウォッチングの時期に移ったようです。鳥類山頂のトイレ前広場に大きなレンズを付けたカメラが並んで、シャッター音が響いていました。隊列の後ろからこっそり撮影し、帰ってからカシラダカとオオマシコであることを確認しました。その他、ヤマガラ、コゲラ、ヒヨドリ、ハシブトガラスを確認しました。「和泉葛城山」昆虫調査速報（2017年12月）昆虫チョウ類の確認はありませんでした。カメムシ目ではツヤアオカメムシとヒメツノカメムシ、コウチュウ目ではナナホシテントウ、ハエ目ではハタケヤマヒゲボソムシヒキとオオクロバエを確認しました。その他、コウチュウ目で科不明のものを1種採集しています。 ヒメツノカメムシオオマシコヒメシワタケキノコ（菌類）山頂で時々お目にかかる吉田元三郎さんに会い、「今年もツキヨタケが生えていた」と教えてもらいました。自分では確認できなかったものです。この日やっと、老菌を確認できました。その他、倒木にハカワラタケ、アカマツの落枝にヒメシワタケを見つけました。

2021年12月3日 天候：晴れ 調査者1名

山頂の正午の気温は3℃台でしたが、日向では寒くあり

ません。ブナの葉は落ちていました。まだ少し、カエデ類

の紅葉が残っていました。昆虫は少しだけいましたが、カ

メムシ目の確認がゼロなのは意外でした。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2021年12月）

チョウ目 チョウ類0種

チョウ類は、まったく見ませんでした。ガ類は、木道の

柵で、ヒトスジマダラエダシャクの幼虫を1個体だけ確認

しました。

ヒトスジマダラエダシャク幼虫

オツネントンボ

オオカマキリ卵嚢

バッタ目など

バッタ目では、ヒロバネヒナバッタを2♂1♀確認し、

♂はまだ鳴いて♀を誘っていました。ほかに、マダラスズ

の鳴き声を聞きました。カマキリ目では、オオカマキリの

卵嚢を2個、確認しました。今年も、オオカマキリだけの

確認に終わりました。

ハチ目

シダクロスズメバチの女王を2個体確認

しました。顔面の黒色の縦筋がつながって

いるのが特徴です。越冬場所を探していた

のかもしれません。その他、クロヤマアリ

とムネボソアリを確認しました。
シダクロスズメバチ

トンボ目

オツネントンボのメスを1個体だけ確認しました。まだ

飛翔できていました。これから成虫のまま冬を越すので

しょう。

付図７（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 10 月） 

付図８（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 11 月） 

付図９（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2021 年 12 月） 
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2022年4月7日 天候：晴れ 調査者1名

4月上旬とは思えない陽気で、調査中に気温が20℃を

超えました。登山道脇では、ユリワサビ（右の写真）、シ

ハイスミレ、ヤマネコノメソウなどが咲いていました。林

縁では、タムシバやキブシの花が目立っていました。

コウチュウ目

エグリデオキノコムシは、触角の第5節は細長く、第6

節から少し広がります。ズグロキハムシは、飛翔時の写真

が撮れそうでしたが、ピンボケでした。これも木柵上にい

たものです。その他、めくった石の下で、ヒメクロツヤヒ

ラタゴミムシを見つけました。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年4月）

チョウ目 チョウ類5種

4月の調査で、ヒオドシチョウが見られたのは、15年

間で9回という割合です。同じ場所にオス成虫が縄張りを

つくっています。その他、キタキチョウ、テングチョウ、

キタテハ、ルリタテハを確認しました。5種とも1個体の

確認で、昆虫のシーズンはまだ始まったばかりです。 ヒオドシチョウ

エグリデオキノコムシ

オオトビサシガメ

カメムシ目

写真のオオトビサシガメは、クモが餌にしようと悪戦苦

闘していた獲物でした。写真を撮るために、生態系を乱し

てしまいました。この個体も、ミツボシツチカメムシも、

山頂のトイレの壁にいたものです。いずれも1個体だけの

確認に終わりました。

その他

鳥では、カシラダカを見て、まだ北へ旅立っていないの

かと思いました。鳥の写真はエナガを腹側から撮れただけ

だったので、代わりと言ってはなんですが、キブシの花を

載せておきます。新型コロナウイルスは、第6波が収まら

ないうちに、第7波が来るのか？、という状況です。
キブシ

2022年5月19日 天候：晴れ 調査者1名

ブナの葉で林内がやや暗く、咲いている草本の花は、先

月と比べてとても少なくなりました。右の写真はフタリシ

ズカです。林縁では、アキグミの花が多く咲き、ハナアブ

やハナバチの仲間が多く来ていました。

コウチュウ目

甲虫の季節と言っていいでしょう。稀な種とは言えませ

んが、アシナガコガネ、オオアカコメツキ、ヨツボシゴミ

ムシダマシ、シロトラカミキリ、ズグロアカハムシ、イチ

モンジカメノコハムシ、ヒゲナガオトシブミなどの写真を

撮ることが出来ました。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年5月）

チョウ目 チョウ類9種

チョウ類は、オナガアゲハ、モンキアゲハ、ジャコウア

ゲハ、クロヒカゲ、サカハチチョウ、テングチョウなど、

9種を確認しました。ガ類では、マドガとウスオビヒメエ

ダシャクのほか、ドクガとミノウスバの幼虫を確認しまし

た。ミノウスバの幼虫は周回運動をしていました。 サカハチチョウ

ヒゲナガオトシブミ

トゲカメムシの幼虫

カメムシ目

ハルゼミが12個体、鳴いていました。オオヘリカメム

シ、トゲカメムシ（幼虫）、セアカツノカメムシなどは、

山で多く見れられる種です。ヒメクモヘリカメムシとオオ

ツマキヘリカメムシは、数ペアが交尾中でした。カエデキ

ジラミの名前がなかなか出て来ず、歳を感じました。

その他

シリアゲムシ目のホソマダラシリアゲ、ハエ目のオオイ

シアブがやや稀な種かもしれません。トンボ目とバッタ目

で種を確定できたものはなく、ハチ目も、アリ類が7種と

マルハナバチ類が2種、確認できただけでした。アキグミ

の花に来ていたハナアブ類の6種も常連ばかりでした。
ホソマダラシリアゲ

2022年6月9日 天候：晴れ 調査者1名

晴天の下、林縁ではウツギの花が満開です。ハルゼミの

鳴き声を11個体、聞きました。ブナ林内は、かなり暗く

なり、林床では、カキノハグサ（右の写真）やタツナミソ

ウの仲間がひっそりと咲いていました。

ハエ目

ハナアブの仲間が種数の半分（7種）を占めました。そ

の中では、シロオビベッコウハナアブとカオグロオビホソ

ヒラタアブがやや希な種かもしれません。アカメセダカオ

ドリバエとマガリケムシヒキの個体数が多く、葉上で他の

虫を探すのに邪魔になるくらいでした。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年6月）

チョウ目 チョウ類10種

チョウ類は、オナガアゲハ、クロヒカゲ、ダイミョウセ

セリ、ムラサキシジミなど、10種を確認しました。テン

グチョウの群飛は100個体ほどでした。ガ類は、キシャ

チホコ、クロスジシャチホコ、ウスベリケンモン、ニトベ

ミノガ幼虫、マエキカギバなどを確認しました。 キシャチホコ

シロオビベッコウハナアブ

セダカテントウダマシ

コウチュウ目

セダカテントウダマシを2個体、確認しました。いずれ

もササの葉上です。トゲヒゲトラカミキリ、コヨツボシケ

シキスイ、キアシルリツツハムシなどはまだしも、それ以

外は、山頂での常連の種や、平地にもいる種ばかりで、物

足りない結果でした。

その他

ナキイナゴが3個体、鳴いていました。2個体いたキイ

ロスズメバチは、やや攻撃的でした。女王だと思います。

その他、オオカマキリ幼虫、オオヘリカメムシ、ホソアシ

ナガバチ、コマルハナバチなどを確認しました。

ナキイナゴ

付図１（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 4月） 

付図２（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 5月） 

付図３（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 6月） 
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2022年7月7日 天候：晴れ 調査者1名

林内では、風が吹くと涼しく、風がやむと蒸し暑くなる

状態です。山頂神社の周辺でコオニヤンマが飛んでいまし

た（右の写真）。ナキイナゴとヒロバネヒナバッタの鳴き

声は少しです。オオカマキリは幼虫1個体だけでした。

コウチュウ目

個体数は多かったのは、オオオバボタルと、例の超長名

種です。カミキリムシ科は、センノカミキリ、ヘリグロリ

ンゴカミキリ、ホソトラカミキリを確認しました。クロボ

シヒラタシデムシやセンチコガネなどの腐食者もいました。

キマダラヒゲナガゾウムシを初めて見ました。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年7月）

チョウ目 チョウ類7種

チョウ類は、スジグロシロチョウ、ヒカゲチョウ、ミド

リヒョウモン、アサギマダラ、テングチョウ、ベニシジミ、

ムラサキシジミを確認しました。テングチョウとベニシジ

ミは10個体程度、他は1～2個体のみです。ガ類では、ト

ンボエダシャクを確認しました。 ミドリヒョウモン

センノカミキリ

ナシカメムシ

カメムシ目

ハルゼミ2個体、エゾゼミ1個体、ニイニイゼミ10個体

程度が鳴いていました。写真のナシカメムシは、トイレ前

広場周辺に偏在しています。セアカツノカメムシは交尾の

時期です。その他、カエデキジラミ、チャバネアオカメム

シ、ハラビロヘリカメムシなどを確認しました。

ハエ目

写真はベッコウハナアブを選びました。シナヒラタヤド

リバエの交尾も撮れたのですが。ハナアブ科は、ナミハナ

アブとシマハナアブ以外に、不明種が2種いました。この

時期、チョウ類も含めて、オカトラノオの花が大人気の吸

蜜源です。
ベッコウハナアブ

2022年8月5日 天候：晴れ 調査者1名

雨が止むのを待って調査を始め、途中からは晴天になり

ました。ブナ林内は葉が茂って暗くなり、林縁で目立つの

はリョウブの花くらいです。8月にミヤマアカネを確認す

るのは8年連続で、今年は1♂1♀でした。

カメムシ目

エゾゼミ、ミンミンゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、

ヒグラシの鳴き声を聞きました。最も多かった鳴き声はエ

ゾゼミです。写真を撮影できたのは、マルウンカ、ヒメツ

ノカメムシ、ハリカメムシ幼虫などでした。ハリカメムシ

は普通種ながら、幼虫は面白い形をしています。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年8月）

チョウ目 チョウ類11種

チョウ類は、クロヒカゲ、ヒカゲチョウ、コミスジ、ミ

ドリヒョウモン、ムラサキシジミ、コチャバネセセリ、ダ

イミョウセセリなどを確認しました。クロヒカゲが12個

体で、他は1～2個体です。ガ類では、フタジマネグロ

シャチホコやコフタオビシャチホコなどを確認しました。 フタジマネグロシャチホコ

ヒメツノカメムシ

ヒトコブササキリモドキ

バッタ目

マダラスズとツマグロバッタ以外は、いずれも1個体だ

けの確認です。以下、ヒトコブササキリモドキがミヤコザ

サに、ツマグロバッタはススキに、コロギスとチビクチキ

ウマは木柵に止まっていました。地面で跳ねていたハヤシ

ウマは幼虫でした。

ハエ目

ウシアブがまとわり付くのは毎年のことです。ヒメキン

ムシヒキは、自然遊学館に標本がなかった種です。サッポ

ロアシナガムシヒキの画像はややピンボケで、残念でした。

その他、ナガヒラタアブ、セスジハリバエ、ヨコジマオオ

ハリバエなどの常連の種を確認しました。
ヒメキンムシヒキ

2022年9月12日 天候：晴れ／くもり 調査者1名

下界では再び残暑が厳しくなりましたが、山頂の午後1

時の気温は26℃と、冷房は要りません。ブナ林内はかな

り暗くなり、鳥の鳴き声もあまり聞こえません。林内のあ

ちらこちらにツリバナの花が咲いていました。

カメムシ目

セミ類では、ツクツクボウシが盛んに鳴いていました。

エゾゼミは、残りわずかです。ミヤマアワフキやトゲカメ

ムシは常連です。セアカツノカメムシもそうですが、今回

は幼虫での確認でした。写真のマツヒラタナガカメムシは、

見取り法ではなかなか目にしたことがありません。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年9月）

チョウ目 チョウ類7種

チョウ類は、スジグロシロチョウ、キタキチョウ、ヒカ

ゲチョウ、サカハチチョウ、ミドリヒョウモン、アサギマ

ダラ、ルリシジミを確認しました。アサギマダラはまだ3

個体でした。ガ類では、スガ科のYponomeuta属、ホタ

ルガ、キンモンガ、シロオビドクガなどを確認しました。 シロオビドクガ

マツヒラタナガカメムシ

ヒメツユムシ

バッタ目

バッタ科は、ツマグロバッタとヒロバネヒナバッタだけ

でした。ツユムシ科を全くませんでした（ヒメツユムシは

ササキリモドキ科です）。カンタンとクサヒバリの鳴き声

が聞こえました。モリオカメコオロギは前翅を見て、確認

しました。

ハチ目

キイロスズメバチに5個体ほど、キボシアシナガバチに

2個体、遭遇しました。ムネアカオオアリやシワクシケア

リなどの木柵で見るアリ類は、夏に比べて減りました。ヒ

ヨドリバナで吸蜜するキンケハラナガツチバチは、これか

らがピークでしょう。
キボシアシナガバチ

付図４（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 7月） 

付図５（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 8月） 

付図６（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 9月） 
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2022年10月3日 天候：くもり 調査者1名

セミの鳴き声は聞きませんでした。10月にミヤマアカ

ネ（右の写真）が山頂に残っているのは、希なケースで

しょう。ツキヨタケがびっしり生えたブナの立ち枯れ木や、

黒いビニールで幹を巻かれたカシナガ対策木がありました。

ハエ目

ヨシノアザミに、オオハナアブ、ホソヒラタアブ、コマ

バムツボシヒラタアブ、キベリヒラタアブ、ナミハナアブ

が訪花していました。ヨコジマオオハリバエは、常連のヤ

ドリバエです。1個体のオオカマキリのメス成虫に、カマ

キリヤドリバエの卵が付着していました。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年10月）

チョウ目 チョウ類7種

アサギマダラが10個体以上集まり、ヨシノアザミから

吸蜜していて、時々、ミドリヒョウモン、クロホウジャク、

ホシホウジャクなどと争っていました。その他、チョウ類

は、キタキチョウ、コミスジ、ウラナミシジミ、ヤマトシ

ジミ、チャバネセセリを確認しました。 アサギマダラ

コマバムツボシヒラタアブ

オオカマキリ

バッタ目など

ツユムシ類とササキリ類をまったく見ませんでした。モ

リオカメコオロギ、マダラスズ、カネタタキ、ヒロバネヒ

ナバッタの鳴き声を聞きました。ヒメギス、ツチイナゴ幼

虫、オオカマキリ（1♂4♀）と続けば、平地での調査結

果と間違えそうです。

ハチ目

先月と同じく、キイロスズメバチは攻撃的でありません。

コマルハナバチがヨシノアザミに、キンケハラナガツチバ

チはヒヨドリバナに来ていました。写真は、アケボノソウ

の蜜腺に来ていたトビイロケアリです。ムネアカオオアリ

やシワクシケアリなど、7種のアリを確認しました。
トビイロケアリ

2022年11月4日 天候：晴れ 調査者1名

ブナ林の中も、かなり紅葉が進みました。登山道Aコー

スで紅葉の写真を撮りたかったのですが、通行止めでした。

右の写真は、Bコースで撮影したものです。正午の気温は

10℃ながら、南斜面の日向では寒さを感じませんでした。

カメムシ目

枯れたアカマツの樹皮下に、オオヒラタカメムシが3個

体いました。オオトビサシガメ、セアカツノカメムシ、ク

サギカメムシを木柵上で、ハサミツノカメムシとシモフリ

クチブトカメムシを落葉上で確認しました。これら6種だ

けでも、目別では最多の種数です。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年11月）

チョウ目 チョウ類2種

チョウ類は、ウラナミシジミとテングチョウを1個体ず

つ確認しただけでした。来月はチョウに出会うこともなさ

そうです。紅葉の時期には、木柵の上を這うアカイラガの

幼虫をよく見ます。その他、ブナの根元に、種名が分から

ないエダシャク類の幼虫がいました。 アカイラガ幼虫

シモフリクチブトカメムシ

ヒメカマキリ

バッタ目など

バッタ目では、樹上からクサヒバリ、地面からモリオカ

メコオロギとマダラスズの弱々しい鳴き声が聞こえます。

モリヒシバッタとヒロバネヒナバッタは撮影できました。

カマキリ目では、2008年の調査開始以来初めて、ヒメカ

マキリを確認しました。

その他

右の写真は、オツネントンボのメスです。成虫のまま、

越冬します。オオハナアブとアシブトハナアブは、平地に

もいる種です。キイロスズメバチは1個体だけ確認しまし

た。たぶん越冬場所を探していた女王だと思います。最も

活動的だったのは、石の下のクロヤマアリの巣でした。
オツネントンボ

2022年12月3日 天候：くもり 調査者1名

昆虫観察の時期は終わりました。紅葉の時期も終わりま

した。くもり空の寂しさがブナ林全体を覆っている感じで

す。右の写真のカヤランも、来年の春を待っているので

しょう。鳥見の人たちも暇そうでした。

カメムシ目

カメムシ目は成虫越冬する種が多いので期待していたの

ですが、卵越冬するクヌギカメムシ属のメスを1個体見た

だけでした。腹が膨れていたので、これから産卵するのだ

と思います。

「和泉葛城山」昆虫調査速報（2022年12月）

チョウ目 チョウ類0種

チョウ類は全く確認できませんでした。ガ類では、キノ

コヒモミノガの幼虫を2個体確認できただけでした。その

他、種類の分からないコケガ類の幼虫の死体が、樹幹に張

り付いていました。

キノコヒモミノガ幼虫

クヌギカメムシ属

ヒロバネヒナバッタ

バッタ目

マダラスズとモリオカメコオロギの弱々しい鳴き声を聞

きながら進むと、舗装道の脇からヒロバネヒナバッタのオ

スが飛び出しました。

その他

シダクロスズメバチを、昨年と同じ場所で同じ月に見ま

した。昨年より個体数は少なく、2個体だけでした。近く

に巣があるのかもしれません。その他、クサカゲロウ科の

幼虫を1個体確認しました。

シダクロスズメバチ

付図７（左上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 10 月） 

付図８（右上）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 11 月） 

付図９（左下）．和泉葛城山昆虫調査速報（2022 年 12 月） 


